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古代より日本人の生活様式に溶け込み、様々な分野で活用されてきた「漆」。狩
猟に使う矢尻の接着から始まり、現在では陶磁器などの金継修理にも使われる接
着剤としての活用や、西洋の人々にも認められ、生活用品としても定着している「漆
器」をはじめ、仏具、甲冑などでも使われる塗料（コーティング剤）としての活
用等、その用途は多様です。このような「漆器」を代表とする「漆を使う文化」も、
生活様式の変化や技術革新による合成樹脂塗料等の台頭により、その活用の場が
失われてきています。

　そんななか、半世紀の歴史を重ねてきた「全国漆器展」を、今年も「伝統工芸
青山スクエア」にて開催します。　　　　
　この「全国漆器展」は、全国の漆器産地から新作が集まる日本最大規模の日常
漆器の展示会であり、経済産業大臣賞をはじめとする受賞作品や企画コーナーに
展示された全ての作品を購入することができる即売会でもあります。

　第57回展の企画コーナーには、昨年に引き続き、江戸時代までは和食文化の
中心であった漆器を見直していただくためのコーナーとして、「飯椀」と「箸」の
展示に加え、ここ数年ご好評いただいている、コロナ禍での「家飲み」が楽しく
なるような酒器を中心とした展示を行いますので、伝統的工芸品を日常生活に取
り入れるきっかけにしてみてください。

　また、今年は「木地師のふるさと・滋賀県東近江市」とのコラボ企画で、シン
ポジウムへの特別協賛と共に、会場に木地師関連の展示も行いますので、是非と
も足をお運びいただき、地球環境の保全と持続可能な社会の実現に向けた「木を
生かす文化」を一緒に考えていきましょう。
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（会場での感染対策への取り組みについては、伝統工芸青山スクエアのHPをご参照ください）
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